
「
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

（
平
戸
市
紙
漉
の
里
ふ
れ
あ
い
施
設
）   

「
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
」

（
南
部
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
工
事
）

沿
岸
漁
業
緊
急
支
援
対
策
事
業
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本
事
業
は
、
令
和
２
年
９
月
定
例
会

に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
旅
客
運
輸
収
入
の
減
収

に
伴
う
運
営
費
に
対
す
る
支
援
は
、
令
和

２
年
度
限
り
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

今
回
予
算
計
上
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

　
　

令
和
３
年
度
に
入
っ
て
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
４
波
、
第
５
波

の
影
響
に
伴
い
旅
客
運
輸
収
入
の
減
収
が

続
き
、
11
月
の
松
浦
鉄
道
自
治
体
連
絡
協

議
会
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
松
浦
鉄
道
の

存
続
は
必
要
で
あ
り
沿
線
自
治
体
で
も
支

援
し
て
い
く
よ
う
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　
　

平
戸
市
の
支
援
額
は
他
の
沿
線
自
治

体
の
乗
降
人
数
の
割
合
か
ら
す
る
と
高
い

の
で
は
な
い
か
。
経
営
努
力
や
事
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

平
戸
市
と
し
て
は
負
担
指
数
の
積
算

に
つ
い
て
、
乗
降
人
数
の
割
合
で
按
分
す

る
よ
う
主
張
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
使

用
し
て
き
た
施
設
整
備
事
業
補
助
金
の
負

担
指
数
で
行
う
よ
う
に
臨
時
総
会
で
決
定

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
経
営
面

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
も
人
件
費
の

削
減
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

「
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

（
平
戸
市
春
日
集
落
拠
点
施
設
）

組
織
改
編
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

松
浦
鉄
道
支
援
給
付
金
事
業

引
き
続
き
令
和
４
年
度
以
降
も
運
行
体
制

な
ど
の
見
直
し
に
よ
る
年
間
経
費
の
削
減
、

お
客
様
感
謝
デ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、

観
光
列
車
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
へ

の
新
規
参
入
、
民
間
業
者
と
の
連
携
に
よ

る
荷
物
輸
送
な
ど
収
益
増
に
取
り
組
む
よ

う
に
収
支
改
善
策
を
松
浦
鉄
道
株
式
会
社

か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
10
年
間

の
運
行
に
関
す
る
計
画
を
松
浦
鉄
道
が
策

定
す
る
予
定
で
あ
り
、
本
市
か
ら
も
課
題

を
的
確
に
と
ら
え
た
計
画
を
策
定
す
る
よ

う
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　
　

組
織
改
編
に
よ
り
配
置
す
る
職
員
数

を
提
示
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

職
員
数
に
つ
い
て
想
定
は
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
今
後
、
人
事
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
中
で
、
詳
細
な
調
整
を
行
う
予

定
で
あ
る
た
め
、
職
員
の
配
置
数
の
提
示

は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
が
前
回
と

異
な
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

　
　

８
月
の
公
募
説
明
会
に
は
、（
一
財
）

平
戸
市
振
興
公
社
を
含
む
２
社
が
参
加
し

た
が
、
最
終
的
に
応
募
し
た
の
は
、
平
戸

市
振
興
公
社
の
み
で
あ
っ
た
。

　
　

平
戸
市
振
興
公
社
が
提
出
し
た
指
定

管
理
施
設
の
運
営
内
容
は
、
現
在
の
指
定

管
理
者
と
同
じ
運
営
の
内
容
で
あ
っ
た
の
か
。

　
　

平
戸
市
振
興
公
社
が
提
出
し
た
運
営

内
容
は
、
基
本
的
に
は
現
在
の
指
定
管
理

者
が
行
っ
て
き
た
内
容
を
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
加
え
て
「
平
戸
市
春
日

集
落
拠
点
施
設
」
は
「
平
戸
市
生
月
町
博

物
館
・
島
の
館
」「
平
戸
市
切
支
丹
資
料
館
」

と
比
較
的
近
い
距
離
に
位
置
し
て
お
り
、

学
芸
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
施
設
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
３
施
設
の
連
携
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

QQ

Q

AA

Q AA

A

総
務
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
文
教
委
員
会

委員長報告全文は
こちらをご覧ください。

決算特別委員会
委 員 長　　松尾　　実　
　副委員長　　井元　宏三 
　委　　員　　近藤　芳人　　辻　　賢治　　松本　正治 
　　　　　　　山内　政夫　　山田　能新　　　住威三美
　　　　　　　

総務厚生委員会
委 員 長　松本　正治　　
　副委員長　針尾　直美
　委　　員　神田　全記　　竹山　俊郎　　山内　貴史　　山内 政夫
　　　　　　𠮷住　威三美 吉住 龍三

産業建設文教委員会
委 員 長　井元　宏三　　
　副委員長　吉福　弘実
　委　　員　綾香　良浩　　池田　稔巳　　大村　謙吾　　近藤　芳人　　
　　　　　　辻　賢治　　　松尾　　実　　松口　茂生

　
　

施
設
の
指
定
管
理
料
が
０
円
と
な
っ

て
い
る
理
由
は
何
か
。

　
　

施
設
の
土
地
を
無
償
で
借
用
し
て
い

る
こ
と
や
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
全
て
参
加

料
収
入
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

指
定
管
理
料
は
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

市
の
負
担
は
無
い
の
か
。

　
　

施
設
修
繕
料
、
浄
化
槽
保
守
点
検
・

清
掃
委
託
料
、
倒
木
な
ど
の
処
理
費
用
は
、

市
で
負
担
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
紙

漉
の
里
振
興
協
議
会
か
ら
施
設
周
囲
の
除

草
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ

っ
て
お
り
、
次
年
度
の
予
算
計
上
に
つ
い

て
検
討
を
し
て
い
る
。
今
後
、
施
設
の
管

理
経
費
に
つ
い
て
は
、
市
の
類
似
施
設
の

担
当
課
と
も
協
議
し
適
切
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　
　

当
初
設
計
の
段
階
で
今
回
の
追
加
工

事
の
把
握
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

校
舎
１
階
玄
関
付
近
の
天
井
改
修
追

加
工
事
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
改
修
の
必

要
は
な
い
と
判
断
し
て
い
た
が
、
工
事
に

着
手
し
た
と
こ
ろ
湿
気
等
で
天
井
材
が
劣

化
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

天
井
改
修
工
事
を
追
加
し
た
。
屋
上
防
水

工
事
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト

の
立
ち
上
げ
の
部
分
に
つ
い
て
、
防
水
シ
ー

ト
の
接
着
が
弱
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

プ
レ
ー
ト
に
防
水
シ
ー
ト
を
圧
着
す
る
工

法
に
変
更
す
る
。

　
　

楽
焼
炉
撤
去
工
事
に
つ
い
て
、
な
ぜ

当
初
か
ら
費
用
を
見
込
ん
で
い
な
か
っ
た

の
か
、
撤
去
費
用
が
高
額
な
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

こ
の
炉
は
、
30
数
年
前
か
ら
使
わ
れ

て
お
ら
ず
、
美
術
準
備
室
へ
の
設
置
そ
の

も
の
を
見
落
と
し
て
い
た
た
め
追
加
工
事

と
な
っ
た
。
炉
の
撤
去
費
用
が
高
い
理
由

に
つ
い
て
は
、
炉
の
扉
の
内
側
に
特
別
管

理
型
産
業
廃
棄
物
と
な
る
ア
ス
ベ
ス
ト
が

含
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
撤
去
費
用
の

12
万
３
千
円
に
加
え
処
理
費
用
の
37
万
５

千
円
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
　

な
ぜ
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん
だ
も
の
が

学
校
に
放
置
さ
れ
て
い
た
の
か
。

　
　

学
習
内
容
の
変
化
等
に
よ
り
ア
ス
ベ

ス
ト
の
使
用
が
全
面
禁
止
さ
れ
る
以
前
か

ら
使
用
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
美
術
準
備

室
の
一
番
奥
の
仕
切
ら
れ
た
場
所
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
撤
去
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
と

な
っ
て
い
た
。
生
徒
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
生
徒
が
立
ち
入
る
場
所
で
は
な
く
、

扉
も
閉
め
ら
れ
飛
散
も
し
て
い
な
い
の
で
、

健
康
被
害
に
つ
い
て
は
影
響
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　

市
内
の
他
の
学
校
に
も
こ
の
よ
う
な

炉
が
あ
る
の
か
。

　
　

早
急
に
調
査
し
対
策
に
努
め
る
。

　
　

当
初
設
計
の
段
階
で
現
場
確
認
を
徹

底
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　

今
後
は
、
当
初
の
協
議
段
階
か
ら
教

育
委
員
会
、
学
校
、
建
築
技
師
等
で
現
場

を
詳
細
に
確
認
し
、
精
度
を
高
め
た
い
。

　
　

事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
漁

協
か
ら
の
支
援
要
請
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　

市
内
７
漁
協
で
構
成
す
る
水
産
振
興

協
議
会
か
ら
の
要
請
が
あ
り
、
燃
油
高
騰

に
伴
う
支
援
を
行
う
も
の
で
、
生
産
体
制

を
維
持
し
出
漁
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め

に
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

予
算
算
定
上
の
１
２
６
万
リ
ッ
ト
ル

の
根
拠
は
何
か
。

　
　

昨
年
12
月
か
ら
本
年
３
月
ま
で
の
各

漁
協
で
給
油
さ
れ
た
実
績
に
基
づ
き
算
定

を
し
て
い
る
。

　
　

高
騰
し
て
い
る
燃
油
価
格
が
下
が
っ

た
場
合
で
も
、
こ
の
事
業
を
継
続
す
る
の
か
。

　
　

こ
の
事
業
は
、
漁
業
者
の
出
漁
意
欲

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
事
業
で
あ
り
、
燃

油
価
格
が
下
が
っ
た
と
し
て
も
、
事
業
は

継
続
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
　

停
泊
す
る
港
に
漁
協
の
給
油
施
設
が

な
く
漁
協
以
外
で
給
油
を
行
っ
た
場
合
は
、

ど
う
な
る
の
か
。

　
　

漁
協
が
認
め
る
給
油
施
設
で
漁
業
者

が
給
油
し
た
場
合
、
漁
業
者
は
給
油
の
証

明
書
を
漁
協
に
提
出
し
て
、
後
日
、
補
助

金
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。

ら
く
や
き
ろ
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